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論 文の内容の要旨
(罰的)
1990年代以降、コンピューター技術の急速な発展を背景に、芸術の世界ではメディア・アートと呼ばれ
るデジタル映像表現が一般化した。かつてのフィルムというメディアは、姿を消しつつあるO しかしながら、
フィルムには富有の美的価値が存在することは否定できない。特にフィルムによる表現のうち、 1970年代
までの個人制作による実験的映像作品(実験映画)は、ストーリーを重視する一般の映画とは価値観を異に
し、フィルムの特性に基づく美的価値の追求が顕著である。 1960年代に制作された構造映画は、アナログ
時代の実験映習でありながら、フレームの配列において数学的な計算に基づく表現を行っているなどしてお
り、デジタル時代のニューメディア的特性を有していると考えられる。本研究の目的は、造形芸術の観点な
らびにニューメディアの観点から構造映画の表現上の特徴を明らかにすることにある。
(対象と方法)
アナログ時代の個人制作による実験的映像作品(実験映画)には、ストーリーを排除して造形的要素を重
視し、さらにフィルム固有の物質性を強調するものが多く存在する。そのような実験映画には、二種類あり、
一つ自は、光、運動、時間という映画の表現要素そのものを重視する抽象映顕である。二つ自は映画装置の
機械的メカニズムを強調し、映画製作のプロセス自体に表現上の主眼を置いたものである。映画のメカニズ
ムやプロセスの核心は、レンズの光学的特性、フィルムの物質的特性、映像の時間的特性に存在している。
本研究の対象である 1960年代の構造映画は、映画のメカニズムやプロセスの核心を探求する芸術であり、
実験映画の二つ自の範騰に分類しうる。このような構造映画の本質を解明するために、本研究では、実験映
画の歴史を振り返るとともに、マイケル・スノー、ホリス・プランプトン、クルト・クレンらによる構造峡
菌作品を分析する。さらにそのメカニズムやプロセスについて、デジタル時代のニューメディアの表現原理
と比較し、構造映画の特徴を解明する。論文の「第 1章構造映額以前及びその周辺Jでは、実験映画の歴史
を確認し、「第2章構造映画の理論的展開と表現の特徴jでは構造映画に関する論争について考察する。「第
3章構造映画の作品分析:構造的分析jでは、造形芸術の観点から構造映画の特徴を分析し「第4章構造
映画におけるニューメディア的特徴jでは、R.マノヴイッチの言説をもとに構造映画のニューメディア的
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特性を明らかにする。
(結果)
分析の結果、構造映画は、造形芸術の観点からは、映画の形態を前もって数学的に決定することを通じて
映画のプロセスや映画装置のメカニズムにまで観客の注意を喚起しており、映画の内容よりも形式的構造を
重視する点でミニマル・アートなどの造形芸術との共通性が見られること、さらに、ニューメディアの観点
からは、フレームの配列において数学的な計算に基づいている点、あるいは、フレームやショット単位の素
材の扱い方が、コンピューターのプログラミングと共通性を有することなどが明らかになった。また、構造
映画とニューメディアとの共通点として、映画(作品)と観客との相互作用が存在する点も明らかになった。
(考察)
以上の点から、構造映画は、アナログ持代のフィルム映像でありながら、ニューメディア的特徴、すなわ
ち、デジタル時代のメディア・アートに先行する表現原理を有すると結論付けた。
審査の結果の要旨
構造映画のメカニズムの本質を適切に分析している。特に、アナログ時代の芸術である構造映画の制作プ
ロセスにおける数学的規則性を綿密な作品分析によって見出した点は、構造映画を今日のデジタル・アート
の先駆者として再評価することにつながり、映像研究に新たな視点を与える点で優れた論考となっている。
著者は、映像の制作者として実績を残しており、今後は、この理論研究を制作に活用することが期待できる。
平成25年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(デザイン学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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